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**********************************************************************

　不破哲三社会科学研究所所長のパンフレット「『科学の目』で原発災害を考
える」をよんだ女子中学生から、感想の手紙が日本共産党に届けられ話題にな
っています。
～～～
　私は「原発」とは「原子爆弾のかたまり」というイメージがありました。こ
の本をよんでそのとおりだ、とわかってショックを受けました。たぶん、政府
の人たちは原発がものすごく危険なものだとわかっていながらつくったんだと
思います。「そんなこと知らなかった」なんていっていたら「そんなのヒトじ
ゃない！」と言うと思う。
　そもそも原子力を戦争なんかに使おうと考え出したのが悪かった。それを日
常的に使おうなんて、前しか見てなかったのか。
　少しだけでもふり返って、国民の意見を、日本共産党の意見を聞いて考えて
みれば、こんなにいっぱい原発をつくらず、対策を考えて、専門家とかもたく
さんおいて、設備を強化したでしょう。
　よく考えてみれば、それ以前の問題かもしれない。原発は本当に必要だった
のか。私たちが言うまでもなく、いやというほど原発の危険さを国民たちは思
い知らされている。
　でも私たちは言うだけで楽なのかもしれない。
　私たちにも何か悪いところがあったのかもしれない。国民全体で「反対だ！
」ととなえれば、政府も後ろめたくなって取りやめたかもしれない。政府に「
心」があればの話だけど。
　とにかく「誰が悪いとかの話じゃない」とか言っているけれど、原子力を実
用化したのはだれ？　しっかり対策をとっているように見せかけて、かたちだ
けの対策をしたのはだれ？　始めたなら全責任をとってこの問題を解決すべき
だと思う。
　子どもにまで言われるなんて情けなくないのでしょうか？　いま、一番私が
知りたいのは、政府が原発に対してどのような対処をしようとしているのか、
です。
　本当のことを教えてください。
